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LINE公式アカウント友だち募集中!
授業づくりに役立つ情報を、
いち早くお届けします。

明日から使える！

Q Rコンテンツ
活用術

※QRコードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です。



学びを 深める深める ために活動の 手助け手助け に授業の  導入導入  に
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観点を選んで分析し、自分が感じた作品の魅力を伝え合おう。［学習活動］

目
標

⃝�作品の魅力を語るうえで鍵となる語句を見つけ、その意味や語感を確か�
める。（知る）
⃝�人物像や表現の効果など、自分の選んだ観点で作品の魅力を捉える。� �
（読む）

［魅力を語り合う観点］
・人物像　・表現の効果　・場面の展開　
・語句の使い方　・描写　・主題（テーマ）　など

作品の設定と場面の展開を押さえよう。
　作品の設定を確かめ、人物、時、場所、� �

出来事などに着目して幾つかの場面に分けよう。

1

場面の展開に即して人物像を読み取ろう。
①�冒頭からメロスが王城を出発するまでの場面で、メロスと王はど

んな人物として描かれているか。

②�村から刑場に向かう途中、メロスの考え方や心情は、どんな出来

事をきっかけに、どのように変化したか。

③王の考え方や心情は、何をきっかけにどう変化したか。

2

作品の魅力をまとめ、語り合おう。
　1・2で読み深めたことや、次のような観点を参考に、自分が感

じた作品の魅力を文章にまとめ、グループで語り合おう。�

3

知る	 �どの語句に着目して、作品の魅力を語ったか。

読む	 �友達との交流で新しく気づいた作品の魅力にはどんなものがあるか。

つなぐ	 �他の文学作品を読むときに生かせそうな、分析の観点を挙げてみよう。
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　学習の初めと比
べて、作品の印象
や自分の考えはど
う変わっただろう。

　作品の魅力を語るために、
初めの感想を、観点ごとに
整理しておくといいね。
［観点例］人物像、表現の� �
　効果など

明日から
使える！ QRコンテンツ活用術 教科書のQRコードからは、ワークや動画など、学

習のさまざまな場面で役立つコンテンツにアクセ
スできます。それぞれ、授業のどのような場面で、
どのような使い方ができるのでしょうか。ここで
は、効果的な活用のためのヒントをご紹介します。

書くことのミニレッスン

「書くことのミニレッスン」
項目 一覧

学年 掲載
ページ          項目

１年

54 情報を整理する

116 文末表現をそろえる

118 推敲する

140 話し言葉を書き言葉に改める
引用のしかたを知る

228 一文を短くする

２年

54 主語と述語を正しく対応させる

110 敬語を正しく使う

112 推敲する

132 話し言葉を書き言葉に改める

224 文節どうしの関係を明確にする

3 年
54 グラフを読み取る

120 推敲する

136 多角的に分析する

学びの地図

「心情の変化」を
捉えるには、
どうすれば

よかったかな？

Click!

Click!

各教材「学びのカギ」QR
巻末「『学びのカギ』一覧」

QRから

「話す」「書く」教材
冒頭のQRから表現テーマ例集

「話す・聞く」動画

●�授業の初めに、短時間かつ手軽に挑戦できるミニレッス
ンに取り組ませることで、「書くこと」へのハードルを
下げ、スムーズに活動を始めることができます。
●�実際の「書くこと」の活動の中でも、ミニレッスンで練
習した項目を推敲の観点として取り上げ、自分の文章を
見直させると効果的です。

●�話題・題材選びに困っている生徒に、活動に適した複数
の例を提示することができます。

●�各テーマ例を出発点に、マッピングを用いて発想を広げ
るなど、生徒が自分の興味・関心や必要感に応じた話題・
題材を見つけることにも有効です。

●�「学びの地図」で、過去の学習を振り
返ることで、身につけてきた資質・能
力（「学びのカギ」）を活用して、課題
に取り組むことができます。
●�過去〜現在の「学びのつながり」を意
識した学習を可能にします。

●�動画を見て気づいたことを生かせるよう、構成や話し方
など、着目する観点を全体で共有し、その観点に沿って
各自で評価しながら視聴させると効果的です。

生徒の苦手に応じ
た項目を選択して取
り組ませると、いっ
そう効果的です。

クリックすると、
学習用語とその
解説を一覧する
ことができます。

1
まずは授業の中で

みんなで使ってみよう！

２クラス全体またはグルー
プで「学びの地図」を見
て、これまでに獲得した
「学びのカギ」の中から、
本時の学習に生かせそう
なことを探す。

「学びへの扉」（課題）に
沿って、教師が、これま
での学習を振り返るため
の問いやキーワードを投
げかける。

３探し出した「学びのカギ」
を活用して、課題に取り
組む。これまでの学びを
どのように生かしたか
を、振り返りの際に書か
せるとよい。

活動の 手助け に 学びを 深める ために

「書く」活動へ、
スムーズに導入

活
用術

活
用術
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用術

活
用術
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用術

活
用術

話題・題材選定の
ヒントとして

過去の学びを想起し、
自覚的に活用する

評価しながら
視聴する

例えば…２年「走れメロス」の学習で

授業の 導入  に

１年
「はじまりの風」

で学習
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主な学習活動 活動の流れ

　　�　�これまでの学習を振
り返る。

▶�「具体」と「抽象」の概念について、クラス全体で確認する。
　〈参照〉２年「具体と抽象」（P180）／３年「具体化・抽象化」（P52）
▶�中学校の学習で読んできた文学的な文章を幾つか挙げ、あらすじを想起する。

　　�　��「学びの地図」を活用
して、これまでに読
んできた文学的な文
章を抽象化する。

▶�文学的な文章を三つ選び、その共通点を見つけて抽象化する。

▶�このとき、「学びのカギ」を手がかりに
して、共通点を考えるとよい。抽象化す
る際には、作品の内容だけでなく、構成
や心情の変化など、文学的な文章を読む
ための観点も生かしたい。
　〈観点の例〉
　● 語り手（視点）　
　● 登場人物の設定　　
　● 描写のしかた など

　　�　�抽象化したものを交
流する。

▶どのような作品（具体）を、どのような言葉で抽象化したかを交流する。
▶�ワークシートの下半分（具体）を隠すように折って、抽象化してまとめた言葉だけ
を見せ合い、下半分に書かれた具体的な作品を当てるゲームも楽しい。

こんな授業
もできます！

QR「学びの地図」活用術
QR「学びの地図」の活用は、過去の学びを振り返る場面に限りません。
ここでは、「学びの地図」の可能性を広げる活用術をご紹介します。

学年 ２年または３年
指導時期 ３学期（学年末）
指導時間 １時間

現在と過去（回想）を
行き来する物語
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具体

〈ワークシート例〉

「展開のしかた」
に着目して
抽象化

札幌国際大学教授
光村図書 中学校「国語」編集委員

高橋 伸 先生

QR「学びの地図」を手に、これまでに学習した文学的な
文章を振り返りながら、「具体」と「抽象」を行ったり来
たりする練習をしてみましょう。

「学びの地図」を手がかりに
文学的な文章を「抽象化」してみよう

目標 複数の具体的な作品から共通点を見つけ、抽象化してまとめる。


